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1. 以下の等式を示せ．

det


x −1 0 · · · 0 0

0 x −1 · · · 0 0
...

...

0 0 0 · · · x −1

a0 a1 a2 · · · an−1 an

 = a0 + a1x+ a2x
2 + · · ·+ anx

n

2. 以下のように行列Aとベクトル bを定義する．

A =


2 1 4 3

3 0 1 3

1 3 2 −1

5 1 −2 3

 , b =


0

−6

5

−15


(a) 線形方程式系Ax = bの解をGaussの消去法，もしくはGauss-Jordanの消去法を用いて
求めよ．

(b) 行列Aの行列式を求めよ．

3. 与えられた行列A ∈ Rn×nに対して線形写像 TA : Rn → Rnを TA(x) = Axと定義する．以下
が同値であることを示せ．

(a) Ax = 0の解は自明な解のみである．
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(b) Ax1 = Ax2ならばx1 = x2となる．つまり線形方程式系の解は一意であり，線形写像 TA
は単射である．

(c) 任意の bに対してAx = bとなる xが必ず存在する．すなわち線形方程式系Ax = bは任
意の bに対して解けることができ TAは全射である．

(d) detA ̸= 0．
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